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市 民 参 加 で 「 つ ぎ の 夢 」 へ ! 　 新 た な 一 歩 を 踏 み 出 し た 万 田 坑 を 、

み ん な で 「 誰 も が 憩 え る 癒 し の 場 」 に し ま せ ん か ？
◆万田坑を会場に結婚式

万
田
坑
、
復
坑

　

つ
ぎ
の
夢　

へ
。
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2030 
あ ら お 有 明 優 都 戦 略  事業

万田坑に

芝生を

植えます！

　5 月 8日 （土）、 万田坑で結婚

式が行われました。

　式を挙げたのは、 新郎 ・中野浩

志さんと新婦 ・ 知美さん （ともに

大牟田市在住）。 浩志さんが理事

長を務める 「大牟田 ・ 荒尾炭鉱

のまちファンクラブ」 が主催した万

田坑での催しに、 知美さんが参加

したことが出会いだったそうです。

　二人は列席者のほか、 万田坑

見学者など多くの人に祝福を受け

ました。

　思い出の地 ・万田坑から、 夫妻

も 「新たな一歩」 を踏み出します。

■日時　6 月 13 日 （日）　午前 9 時 45 分集合

　　　　　 作業は午前 10 時～ 2 時間程度

■持ってくるもの　軍手、 移植ゴテ、

帽子、 タオル、 各自飲み物

■集合場所　万田坑正門前

※雨天決行

[ 問 ]2030 あらお有明優都戦略

文化 ・ スポーツ交流拡大プロジェクト部会

事務局　社会教育課 ☎ 63-1681

Manda Coal Mine's Topics!

そ
し
て

◆万田坑ポスターが入賞 !
　「つぎの夢へ」 と題

した万田坑を PR す

るためのポスターが、

第 60 回日本観光

ポスターコンクール

（主催 ： 日本観光

協会） で入賞を果

たしました。

　モノクロにオレンジ

の文字を載せたノス

タルジックな雰囲気

の中に、 未来への

希望と意気込みを

表現しています。

　
　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
設
置
さ
れ
て
い
た
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
多
く
の
人
が
乗
車
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
と
と
も
に
、
大
人
の
目
の
輝
き
が
印
象
的
だ
っ
た
。

▲ 2 日の 「田川創作炭坑節 CDR21」 によるパフ
ォーマンス。 若さあふれる新しい炭坑節。
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５
月
１
日
と
２
日
の
日
没
後
に
行
わ
れ
た
Ｄ-

Ｋ 

Ｌ
Ｉ

Ｖ
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（
デ
ジ
タ
ル
掛
け
軸
）
の
様
子
。
投
影
さ
れ
る
映
像
は
地
球
の

自
転
と
同
じ
速
度
で
変
化
し
、
圧
巻　

３=
 

Ｄ
‐
Ｋ
創
始
者
の
長
谷

川
章
さ
ん
。
１
日
に
行
わ
れ
た
市
長
と
の
対
談
で
も
、
万
田
坑
の
活

用
と
荒
尾
の
可
能
性
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

▲晴天のもと、 万田坑を背にして晴れやか
な笑顔の新郎新婦。 末永くお幸せに。

▼
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時
代
の
中
で
既
に
一
度
、

役
目
を
終
え
た
万
田

坑
。
こ
の
地
に
再
び
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
活
気
に
満

ち
る―

そ
れ
は
閉
山
し
た
当
時

は
誰
も
想
像
し
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
今
回
集
っ
た
人

の
力
を
、
荒
尾
を
よ
り
元
気
に

す
る
推
進
力
に
変
え
る
た
め
の
目

的
の
一
つ
が
、
世
界
遺
産
へ
の
登

録
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

４
月
25
日

（
日
）
の
万
田
坑
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
月
５
日

（
水
）

ま
で
の
11
日
間
、
万
田
坑
に
は
お

よ
そ
２
万
１
千
人
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
５

月
１
日

（
土
）
か
ら
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
日
多
彩
な
催
し
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
さ
の

よ
い
チ
ー
ム
や
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、

荒
尾
市
に
縁
の
深
い
バ
ン
ド
や
シ
ン
ガ
ー
に

よ
る
ラ
イ
ブ
、
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
タ
レ
ン
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
催
し
は
地
域
に
眠
る
底
力

の
一
端
を
覗
か
せ
て
く
れ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
万
田
坑
に
市
内

外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
人
に
、
荒
尾
の
歴

史
と
元
気
な
姿
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

荒
尾
市
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
、
世
界
遺
産
の
本
登
録

に
向
け
て
大
き
な
足
が
か
り
と
な
る
よ
う

に
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
今
後
も
万
田

坑
を
保
存
し
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

万
田
坑
が
九
州

・
山
口

の
近
代
化
産
業
遺
産

群
の
一
構
成
資
産
と

し
て
世
界
文
化
遺
産
本
登
録
を

目
指
す
こ
と
は
、
最
終
目
標
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
遺
産
登

録
と
い
う
目
標
は
と
て
も
大
き
い

も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政

と
市
民
が
協
働
で
一
丸
と
な
り
、

登
録
ま
で
の
道
の
り
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
、
荒
尾
を

「
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
」
「
誇
り
あ

る
ま
ち
」
に
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
世
界
遺

産
登
録
へ
向
け
て
ま
い
進
す
る
大

き
な
意
味
で
す
。

万
田
坑
と
と
も
に
見
る

「
つ
ぎ
の
夢
」
は
、
世

界
遺
産
本
登
録
を
目

指
す
こ
と
を
通
じ
て
荒
尾
の
元
気

を
結
集
し
、
ま
ち
に
活
力
を
生

み
出
す
こ
と
で
あ
り
、
万
田
坑

が
か
つ
て
生
み
出
し
て
い
た
活
気

を
市
民
の
手
で
再
び
取
り
戻
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
大
切
な
象

徴
が
「
荒
尾
の
宝
」
万
田
坑
で
す
。

「
世
界
の
宝
」
を
目
指
す
万
田
坑

は
、
荒
尾
の
活
性
化
を
見
守
る

大
き
な
夢
を
担
っ
て
い
ま
す
。

1

2

3

▲ Viento （手前左右） とトランスコンティネンタル ・ デュオ （手前
中央）、 声楽家の福嶋由記さん （後方） による第二竪坑櫓を背に
してのコラボレーションライブ。 Viento 流の鎮魂歌が辺りを包んだ。

▲ Viento の吉川万里さん
（上） と竹口美紀さん （下）
炭鉱のための組曲を披露。

▲

▲ 各ステージ間合いの 「わくわくステージ」。
観客参加のクイズで、 万田坑をより身近に。

　
　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
万
田
坑

内
の
詳
し
い
ガ
イ
ド
も
行
わ
れ
た
。
元
炭
鉱
マ

ン
に
よ
る
い
き
い
き
と
し
た
説
明
に
よ
り
、
万

田
坑
の
価
値
の
輪
郭
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
。

▲ 　
　

５
日
の

「
新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
リ

レ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
。
荒
尾
市
の

「
マ
ジ
ャ
ッ
キ

ー
」
、
玉
名
市
の

「
た
ま
に
ゃ
ん
」
、
ご
当

地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
参
加
し
て
、
荒
尾
市
か

ら
玉
名
市
へ
、
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
ペ
ナ
ン
ト

が
リ
レ
ー
さ
れ
た
。

▲


